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町
は
６
月
27
日
、
東
京
学
芸
大

学
（
東
京
都
小
金
井
市
）と
幼
児
教

育
か
ら
生
涯
学
習
ま
で
の
教
育
モ
デ

ル
を
構
築
す
る
た
め
、「
地
域
連
携

に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

協
定
の
締
結
に
よ
り
、
町
内
の
子
ど

も
た
ち
の
学
力
向
上
や
町
民
の
生
涯

学
習
社
会
へ
の
支
援
、
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
派
遣
・
受
け
入
れ
な
ど
の

連
携
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

協
定
は
、
町
と
同
大
学
、
ゼ
ビ
オ

ホ
ー
ル
テ
ィ
ン
グ
ス（
本
社
・
郡
山

市
）、
凸
版
印
刷（
本
社
・
東
京
都
）、

猪
苗
代
青
年
会
議
所
な
ど
産
学
官
共

同
で
教
育
振
興
を
柱
と
し
て
地
域
発

展
を
図
る
「
ふ
く
し
ま
こ
ど
も
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト（
仮
称
）」
の
一
環
と
し

て
締
結
。
同
大
学
の
研
究
機
関
で
あ

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
こ
ど
も
未
来
研
究
所
が
共

同
研
究
を
進
め
、
町
の
文
化
や
風
土

を
生
か
し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構

築
を
目
指
し
ま
す
。

　

連
携
事
業
と
し
て
、
同
大
学
の
学

生
２
人
が
９
月
に
緑
小
学
校
で
学
習

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
ほ

か
、
平
成
29
年
度
以
降
に
は
、
教
育

実
習
生
の
受
け
入
れ
や
同
大
学
教
育

の
研
修
、
旧
山
潟
小
学
校
の
活
用
な

ど
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
な

事
業
は
今
後
決
定
さ
れ
ま
す
。
締
結

式
に
出
席
し
た
同
大
学
の
出
口
利
定

学
長
は
「
地
域
の
特
色
や
強
み
を
生

か
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
、
教
員

や
学
生
の
学
び
の
場
と
し
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。
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今月の表紙
磐梯まつりの「山車と
神輿の競演」で中央通
商店街を勇壮に練り歩
いた新北町御三壇神輿
会のみこし。「セイヤ、
オラ」と威勢の良い掛
け声で、祭りを大いに
盛り上げていました。

【撮影日】　７月 23 日
【撮影場所】　中央通り商店街

【目次】

協定書を取り交わす前後公町長と出
口学長（左）

　

第
68
回
磐
梯
ま
つ
り
は
７
月

23
、
24
の
両
日
、
お
ま
つ
り
広
場

な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
磐
梯
ま

つ
り
は
、
明
治
21
年
７
月
15
日
の

磐
梯
山
噴
火
で
殉
難
し
た
人
々
を

供
養
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
始

ま
り
、
五
穀
豊
穣
や
町
民
の
安
寧

を
祈
願
す
る
「
火
の
祭
り
」
と
し

て
継
承
・
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

初
日
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
な

る
「
火
の
祭
典
」
は
、
磐い

わ

椅は
し

神
社

で
の
御ご

神じ
ん

火か

授
与
祭
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
磐
椅
神
社
か
ら
い
た
だ
い

た
神
聖
な
御
神
火
を
実
行
委
員
や

小
天
狗
、
巫
女
に
扮
し
た
中
学
生

ら
が
、
祈
り
と
感
謝
を
込
め
て
お

ま
つ
り
広
場
ま
で
御
神
火
行
列
で

運
び
ま
す
。
こ
の
後
、
た
い
ま
つ

ラ
ン
ナ
ー
に
よ
っ
て
、
磐
梯
山
の

中
腹
と
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

に
運
ば
れ
ま
す
。
辺
り
が
暗
く
な

る
と
磐
梯
山
に
は
山
の
火
文
字
が

現
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
多
く
の
町

民
が
た
い
ま
つ
行
列
と
し
て
目
抜

き
通
り
を
歩
き
ま
す
。

　

今
年
は
両
日
と
も
天
候
に
恵
ま

れ
、
２
日
間
で
約
５
０
０
０
人
が

会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。
お
ま
つ
り

広
場
に
は
多
く
の
出
店
が
立
ち
並

ん
だ
ほ
か
、
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
24
日
の
夜
に
は
磐
梯
山
総
お

ど
り
が
行
わ
れ
、
祭
り
の
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
飾
り
ま
し
た
。
当
日
の

様
子
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

　

火
に
託
す
二
つ
の
心
・「
祈
り
」
と
「
感
謝
」。
磐
梯
ま
つ
り
に
は
二

つ
の
心
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
「
魂
を
慰
め
る
心
」。
も
う
一
つ
は
「
誕

生
に
感
謝
す
る
心
」。
先
人
た
ち
が
こ
の
二
つ
の
心
を
大
切
に
し
て
き

た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
祭
り
は
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

第
68
回
磐
梯
ま
つ
り

写真特集

1_ たいまつ行列には４歳から９歳までの子どもたち 19 人が稚児として参加　2_ 磐椅神社で御神火授与祭を行う関係者ら　3_大天狗を
先頭に、磐椅神社でいただいた御神火をおまつり広場へ運ぶ御神火行列
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32



1_ 約５００人が参加したたいまつ行列。幻想的な火の光が商店街を灯した
　2_ 猪苗代高校の生徒たちが町商工会青年部と合同でから揚げや飲み物を
販売　3_ たくさんの子どもたちが参加した山車と神輿の行列　4_ いなわし
ろ天鏡太鼓による圧巻の演奏　5_ １時間演奏を続けたおはやし会。　6_ 祭
りのフィナーレを飾る磐梯山総おどり　7_熱い演奏で会場を盛り上げたア
マチュアバンドの音楽ステージ　8_ 子どもたちの人気を集めたマジカルバ
ルルーン Yes のパフォーマンス
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9_ 猪苗代中学校からは４基の創作みこしが参加　10_ 今年からおまつり広
場に設置されたボルダリング体験コーナー　11_ 磐梯山総おどりでは仮装コ
ンテストが復活　12_ よさこいチーム、会津猪舞連による演舞　13_ 川桁謡
真鼓楽会による力強い演奏　14_ キレのあるヒップホップダンスを披露した
D-BROTHERS のメンバー　15_いのしし君が今年も登場　16_ かがり火台に
御神火を移す一ノ瀬実行委員長（左）と前後大会会長　17,18_大勢の観客が駆
け付けた音楽パレード　19_ 元気よく走り出すたいまつランナー


